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E一デ ィ フ ェ ン ス 高層建 物試験体 の 長期振 動 モ ニ タ リン グ

そ の 6　鉄 骨建物試験体 の 地震損傷検知 に 関す る検討

剛性　　　　　鉄骨造　　　　常時微動

固有振 動 数　　震動 台 実験　　構造 ヘ ル ス モ ニ タ リン グ

止会員　　○尾野勝＊
1
　　　 同

　同　　　 飯野 夏輝 ＊
3

　　 同

　同 北村春幸＊
3

同

金 澤健 司 ＊
2

佐藤大樹
＊ 1

長江拓也 ＊



Architectural Institute of Japan

NII-Electronic Library Service

Arohiteotural エnstitute 　 of 　 Japan

等価剛性とした。こ の ようして 求めた縮 約 1−4 層 の 層剛性は

実架構部 に お ける各層の 層 剛性 （本報 その 5 の 図 3 の デ

ー
タ を使用 ）よりも小 さく評 価 され るため，両 者 の 剛性 低 下 率

を比 較することで ，縮約 モ デル の 妥 当性 を検 証 した。剛性 低

下率 は，加振 未 経 験の 状態 を基 準 として，対象となるホワイト

ノイズ 加振 時 点 の 剛 性 が どの 程度低 下した の か を示 してい る。

図 4 に実 架構部に お ける各層 の 剛性低 下率と縮約 14 層

の 剛 性 低 F率 を示 す。

　 図 4 によると，X と Y 方向で ともに，実架構部の 各層お よ

び 縮約 1−4 層 の 剛性 低下 率が 変化 す る傾 向 は全 期 間 を通

して 良 く対 応 して い ることが わ か る。特 に，加 振 初 期 や 梁 の

破 断 に よる剛 性 低 下 率 は 両 者とも等 しく変化 して い る 。
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般

に，縮 約 モ デ ル に より評 価 した縮約 14 層の 剛 性 は ， 縮約

層 全 域 の 平均的な剛性を表すもの と考え られ る． こ の ことは，
実 架 構部 を縮約 L たモ デル の 評価 によっ ても，実建物 にお

ける損傷を検 知 で きる可 能性を示 してい る。

4．層剛性低 下 率の 高さ方 向 分 布

　各層 の 剛 性低下 率と各 階 にお ける梁破断の 発 生箇所 数 と

の 関係 に つ い て 考察する。算 出 した 層 剛 性 の 低 下 率 とそ の

5 の 図 2 に 基づ き算 出した 各 階 にお ける梁 の 部材 破 断 率 （＝

破 断し た梁の 数／層の 全梁数）の 結果 を図 5 に示 す u

　図 5 より，X 方 向の 部材 破 断 率 に着 目す ると，各階で ほ ぼ

均 等 に破 断 が発 生 して い るこ とが 確 認 で きる。これ に 対応す

る各層 の 剛性低下 率は，20〜30％ の 範囲で 等しく分布して

い る。一方で ，Y 方向で は各階の 部 材 破 断 率 に偏 りが見ら

れ る。 詳 細 に は ，3 階に お ける部 材 破 断 率 が最も大 きく，そ

れ に伴い 2 層と 3 層の 剛性低 ド率 が他 層 に 比 べ て 大 きくな

っ て い ることが確認で きる e

　以 上 の ように，梁破 断の よ うな甚大な損傷が 多 く存 在 す る

層 ほ ど剛 性 が大 きく低下 す ることが 確 認 で きる。こ の ことは，
層 剛 性 をモ ニ タリン グ することに より試験 体の 層 単位 で の 損

傷 程 度 を把 握 す ることが で きる 可能 性 を示 し て い る。

5．ま とめ

　本報 で は，実大 震動台実験 にお ける常時微動 計 測記録と

加 振 実験 観 測 記 録 に 基 づ き鋼構造建物の 振 動 特 性 評 価を

行 っ た 。 その 結 果，構造ヘル ス モ ニ タリン グにお ける常時 微

動計測 による建 物 損傷検知 の 有効性 を確認 した。また，セ ン

サ点数を削 減した複数層 の
一

括評価 による損傷検知 の 可能

性 を示 した。さらに ，各層で の 損傷程 度 と層 剛 性 との 関係 を

示 し，部材破断率 と剛 性低 下 率 の 高 さ方 向 の 分布 が 良く対

応することを確認 した 。
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（a ）7 質 点 モ デ ル 　　　　　　（b｝縮 約モ デ ル

　　　図 3 縮約モ デル の 剛性算出概要
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図 4 縮 約 モ デ ル と 7 質点モ デル に おける剛 性低下 率の 推移
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図 5 実架構部の 剛性低下 率と部材破 断率 の 分 布
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